
症例 S6 輪46歳  男

麒甲状月泉機鋪ヒ:九進症 て`カロリ寮中, ときどきブニ]詢月匈菩聞こ針で末J―ナような痛ジタを自夢畜
‐
する。

0

1)V.か らV4に ST上昇をみるが, どう考えればよいか。
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症例 56 正 常

MEMO〈健常例でみられるS丁上昇〉
ST segmentの 上昇は,器質的心疾患のない

0       健常例で もしば し
`∫

言忍め られ る . とくに右側

胸部誘導 (V3R～ V3)で の下に凸の ST上 昇 ,
late rにつづ くST上 昇や後棘 につづ くST
上昇は病的意義に乏 しい。
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